
栄養学について詳しくはこちらから 
PurinaInstitute.com

HOT TOPIC
タンパク質源とタンパク質の質

タンパク質は必須栄養素で、植物由来と動
物由来があります。植物性タンパク質と動物
性タンパク質には違いがあるのでしょうか、
また、どのようなタンパク質が良質と言える
のでしょうか？

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 タンパク質とアミノ酸

タンパク質は犬や猫の必須栄養素です。食物由来のタン
パク質は、消化されるときに酵素によってアミノ酸に分解
されます。アミノ酸はタンパク質の構成単位としてよく知
られています。消化によって生成されたアミノ酸は体内で
別のタンパク質（筋肉、皮膚、被毛、抗体など）を合成す
るのに利用されます。

タンパク質は必須アミノ酸と非必須アミノ酸から合成され
ます。

必須アミノ酸は体内で合成できないか十分量が確保でき
ず、ペットの食事を介して供給する必要があります。

犬や猫の必須アミノ酸は10種類で、猫はこのほかに肉や
魚にのみ含まれるタウリン（アミノスルホン酸）も必要で
す。

犬や猫は12種類の非必須アミノ酸も必要とします。これ
らのアミノ酸は体内で合成されるかまたは食事を介して供
給されます。

栄養的にバランスのとれたペットフードには必須アミノ酸
と非必須アミノ酸の両方が含まれています1。
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必須アミノ酸

•   アルギニン

•   ヒスチジン

•   イソロイシン

•   ロイシン

•   リジン

•   メチオニン

•   フェニルアラニン

•   タウリン（猫のみ）

•   スレオニン

•   トリプトファン

•   バリン

「質の高い」タンパク質とは？

「新奇」タンパク質源を与えるメリットはあり
ますか？

動物性タンパク質は植物性タンパク質よりも
優れていますか？

質の高いタンパク質を定義するには、消化性と生体内利用率が
重要となります。

タンパク質はアミノ酸へと分解されやすく、腸管から血流に吸
収されて、体内の組織や細胞に到達できるとき、消化性に優れ
ているとみなされます。消化性の低いタンパク質は消化時に分
解されにくく、体内に吸収できるアミノ酸が少ないです。未消化
のタンパク質は糞便中に排出されます。

タンパク質は、供給されたアミノ酸が体内の細胞や組織によっ
て利用できる場合、生体内利用率に優れているとみなされます。

ペットフードに含まれるタンパク質が動物由来であっても植物由
来であっても、良質なタンパク質を提供することができます。し
かし、これらの原材料を処理し加熱（製造）することで、消化性
や生体内利用率2が増減することがあるため、製造工程には気
を配る必要があります。

「新奇」（使用されることが少ない）タンパク質源は、ペットフード
に含まれることが多い牛肉や鶏肉などのタンパク質よりも有益
だと考えられることがあります。しかし、ペットに必要なのは特
定のタンパク質源ではなく、特定の栄養素、すなわちタンパク
質とアミノ酸です。従来のタンパク質源と比較して、健康なペッ
トに「新奇」タンパク質を与える健康上または栄養上のメリット
はありません。

「新奇」タンパク質を用いた食事は、食物不耐症や食物アレル
ギーが疑われる場合に、過去にペットが曝露されたタンパク質
を与えることを避けるためには有用かもしれません。しかし、

「新奇」タンパク質を与えても、食物アレルギーの発症を予防す
ることはできず3、健康なペットに対するメリットは知られていま
せん。

一般的に、ペットに提供する場合、タンパク質源はアミノ酸ほ
ど重要ではありません。各タンパク質原材料は独自の構成から
なるアミノ酸を提供します。

大半のタンパク質原材料はすべての必須アミノ酸を適切な比率
で含んでいるわけではありません。例えば、植物性タンパク質
の多くは1種類もしくは複数種類の必須アミノ酸が含まれていま
せん。肉や魚由来のタンパク質のみが、猫に必須とされるタウ
リンを含有しています。しかし、一方に含まれていないアミノ酸
が他方に含まれていることがあるため、植物性タンパク質（大
豆やトウモロコシなど）を組み合わせることで、互いを補完する
ことができます。ペットフードではさまざまなタンパク質原材料
を組み合わせて、ペットが必要とするすべての必須アミノ酸を適
切なバランスと量で確実に供給することを可能としています2。
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